
２０１５年９月２０～２３日にかけて，バンコクの
World Convention Center で２０１５年度の ICG
Annual Meeting が行われた。参加者は約２８０
名。ASEANでは初の開催との事であった。バ
ンコクはタイ王国の首都であり，人口約８２０万
人で東南アジア屈指の大都市である。１７８２年，
ラーマ１世が遷都して以来，タイの政治・経
済・教育・文化の中心であり続けている。タイ
国民の９５％が仏教徒であると言われており，
街中には寺院が多数存在し，観光客だけでなく
参拝に訪れる地元の方が多数見受けられた。有
名なのはワット・プラケオ，ワット・ポー，ワ
ット・アルンで，ワット・アルンは故三島由紀
夫氏の小説のタイトルにもなった（暁の寺：
Temple of the Dawn）。一方で繁華街には高層
ビルが建ち並び，地下鉄やBTSと呼ばれる高
架鉄道などの交通機関もある。このようにバン
コクには歴史的建築物と近代的建築物の両者が
混在しており，日本における京都のような都市
のように感じた。
学会会場となったWorld Convention Center

はバンコクの繁華街の中心部にあり，周囲には

多数のショッピングセンターやホテルがあり，
アクセスも良く買い物にも便利な場所であっ
た。尚，各種発表は２１～２３日に行われたが，
筆者はバンコク行きの飛行機の２日連続のトラ
ブルにより到着が遅れ，２２～２３日の発表分し
か聴講できなかった。貴重な発表の一部を読者
の皆様にご紹介できない事は大変残念である
が，ご容赦願いたい。
以下，筆者が聴講した発表の一部を紹介す

る。
Kitamura ら（National Institute of Advanced

Industrial Science and Technology，Japan）
は，カメラやディスクレンズ用途を想定した
ZnO―Bi２O３―P２O５系，BaO―Nb２O５―P２O５系の nd＝
１．６～２．０のガラスの光学的特性と構造の相関
調査結果を紹介。これらのガラスはBi３＋と Nb５＋

の電子遷移によって着色するが，この着色の原
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因となっている局所構造をXRD，IR，ラマン
分光分析で解析。ZnO―Bi２O３―P２O５系では，P２O５
含有量が多い場合，Bi―O―P が着色に寄与して
いるとの事であった。また，Oを Fに置換す
る事で着色が弱まるが，これはBi―O―Bi，Bi―
O―P が切断され，バンドギャップが大きくな
るためと説明されていた。
Sukenaga ら（Tohoku University，Japan）

は，低レベル放射性廃棄物の固化用ガラスの構
造解析結果について紹介。Na２CO３と NaNO３は
低レベル放射性廃棄物に含まれる代表的な無機
塩であり，これらの固化用ガラスとして化学的
安定性の高いCaO―Al２O３―SiO２系ガラスが有望
とされている。放射性廃棄物を固化したガラス
の化学的安定性はNaイオンの局所構造と密接
な関係があるが，発表者らはガラス構造を
channel と polymer の概念に分類し（前者は非
架橋酸素と結合，後者は架橋酸素と結合してい
る），１７O MAS NMRでガラス構造を解析した。
Caはアルミノシリケートネットワークが切断
された場所にNBOとともに存在し（channel
部分に存在），Naは Si―O―Al の架橋酸素とと
もに電荷補償成分として存在する（polymer 部
分に存在）との事であった。
M．Sglavo ら（Universita degli Studi di

Trento，Italy）は，ガラスの化学強化液中のコ
ンタミ（Na）がフロート成形された板ガラス
の強化特性に与える影響を調査。KNO３に対し
てNaNO３を０～５wt％混合し，強化した際の
CS（Compressive stress：圧縮応力），DOL
（Depth of layer：圧縮応力層深さ）を調査。
NaNO３の混合量が変わっても，CSや DOLは
変わらなかった。フロート成形時のガラスの Sn
バス側表面と空気雰囲気側表面でも強化特性を
比較したが，差は認められなかったとの事であ
った。
G．KARAKURT ら（Subatech―Ecole des

Mines de Nantes，France）は，高レベル放射
性廃棄物処理用のホウケイ酸ガラスの α 線照
射による特性変化及び構造変化を調査。α 線照

射により，ガラスの収縮が認められた。また，
α 線照射により硬度が２２～３８％，ヤング率が
最高で１０％低下し，化学的耐久性も低下した
（B，Na，Li 等の溶出速度が２桁速くなった）。
NMRやラマン分光分析を用いた構造解析によ
ると，α 線照射により Si―O―Si の角度が小さく
なると同時に，ホウ素の配位数が低下している
事が分かったとの事。ガラス組成によって特性
変化の幅が異なっていたが，この原因に関して
はまだ追加調査による解析が必要との事であっ
た。
Hatano ら（Asahi Glass，Japan）はガラスの

化学強化後の特性をシミュレーションによって
予測する事を試みた調査結果を紹介。溶融塩か
らガラスへの物質移動，ガラス内部の拡散，組
成によって変わる補正項に関するパラメータ
を，実際に化学強化の条件を変えて得られた実
測値から逆算。これらのパラメータを用いて任
意の条件における強化特性を再計算した所，実
測値に対してCSは±３％，DOLは±１０％の誤
差範囲内で計算できたとの事。CSや DOLだ
けでなく，ガラスの表面と裏面のイオン交換速
度の差異に起因するガラスの変形（反り）も予
測する事が可能。想定している強化条件が大き
く変わったり，ガラス組成が変わると，再度実
測値に基づいてパラメータを計算する必要があ
るとの事であった。
T．Rouxel（University of Rennes，France）

は，種々の組成を有するガラスに対してビッ
カース圧子を打ち込んだ際のクラック発生挙動
について調査。ポアソン比が異なるガラスにビ
ッカース圧子を打ち込むとポアソン比が低い非
晶質シリカやポアソン比が高い金属ガラスでは
クラックが発生しないという特殊な挙動を示
し，これを考察する上では弾性回復と高密度化
の概念を考慮する必要がある。低ポアソン比で
は弾性回復量が多くなり，高ポアソン比では高
密度化しやすくなる。どちらもクラックの抑制
に作用するため，このような結果になると説
明。また，これらの挙動には，電子の局在化の
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程度が関与しているとの事。金属ガラスは酸化
物系ガラスとは電子の局在化の様子が全く異な
るはずなので，酸化物系の比較対象として引用
する事は技術的には興味深く，今後の調査の進
展が期待される。
Alexander Priven（Corning Korea，Korea）

は，ガラスの特性予測に関する現状と課題をレ
ビュー。ガラス組成が大きく変わらない範囲で
は，組成に対して特性は直線的に変化するた
め，予測が容易。しかし，直線的に変化しない
場合もあり，これはガラスの構造変化に起因し
ている。MD等から構造を計算し，特性を予測
する試みもあるが，シミュレーションに用いる
モデルがシンプルすぎて，計算された構造及び

予測される特性の信頼性が低いという問題があ
る。経験的または半経験的なモデルを使えば狭
いガラス組成の範囲内ではそれなりの予測が可
能だが，汎用性が低い。経験的なモデルと，そ
れを補うための構造解析を組み合わせれば予測
の精度は高くなるが，現状ではそのためのデー
タが不足しており，データの蓄積が一番の課題
との事。ガラスの特性予測はガラス開発の観点
からも非常に重要であるが，ガラスの構造解析
が先決との事で，改めてその難しさを実感させ
られる発表であった。
来年は上海にて ICGの本会議が開催され

る。来年も様々なテーマについて活発な議論が
交わされると期待される。
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